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ひまわり劇場
げきじょう

　SAKUGEN
さくげん

①職場単位の活動

②複数の職場が連携した活動

④組織全体で取り組んだ活動

庄司　剛仁

取り組種別 課題達成型

庄司　剛仁（理学療法士）

畠山　恵

阿部　まなみ 看護師

佐々木　智香 看護師

三浦　亜希 看護師

理学療法士

看護師鈴木　あやめ

佐藤　朱音 看護師

看護師

看護師

佐藤　敦

勝又　奈緒

佐藤　真理

令和５年４月～１１月

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）訪問看護ソフトにかかる月額利用料（平均57.2万円）

（目標値）月額利用料を50％以上削減する
また、活動に伴い業務内容に変更が生じた場合、業務をスムーズに行える手順を習得する

■複数の訪問看護ソフトを比較検討して変更する
■新ソフトの機能・性能を確認比較する
■ソフトの機能以外で代替方法やルールを策定する
■マニュアル作成・サポート体制を構築する
■変更後の作業をスタッフ全員ができるようにする
■理解度・進捗状況を確認する

訪問看護ソフトの月額利用料
（実施前）予定利用料月平均57.2万円
（実施後）10月の利用料約4.5万円　90％以上の削減に成功し、目標達成
ソフト変更後も記録・書類作成業務のレベル水準を維持できた

■基本情報を　事務が　サービス開始前に　ワイズマンで　初回訪問がスムーズに行える様に　情報入力す
る
■申送りを　連絡受けた人が　連絡があった時　すぐろく支援ノートで　実態把握するために　情報入力する
■報告書・計画書を　担当職員が　毎月15日迄に　すぐろくで　発送に間に合うように　作成する
■書類を　全員が　システム移行までに　事務所で　作成できるように　マニュアル・個別指導等を通じて学習
する

鈴木
すずき

　あやめ（看護師）
ひまわり在宅サポートグループ
ひまわり訪問看護ステーション

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

①診療部門

②支援部門

③管理部門

高橋　仁 作業療法士

リーダー名
（職種）

回

活動期間
事務

事務

菊地　教美 理学療法士

施設名

演題名 訪問看護ソフトにかかる利用料の削減

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

訪問看護ソフトにかかる利用料が訪問実績・使用容量の増大に伴い年々増額しており、利用料・ソフトの種類
を見直しして経費削減に取り組む。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 10

遠藤　美香 事務

佐々木　寿 作業療法士



【テーマ選定】

【攻め所の設定】

【目標設定】

【  とテーマ選定】

 年度の   の   活動のテーマ  経費削減 

ひまわり在宅サポートグループで 201 年以 様々な   を
導入し、業務の 率化・利 性の向上を ってきた

料 プ ンの 合により年々経費が増大

 回   ・ソフトを見直し、 経費削減に取り組む

   にかかる費用・利用料（202 年度予定）

月額（平均）年額導入年目 ・内容

57.2万円   .4万円201 年
訪問看護ソフト

    

11.2万円1 5.4万円201 年
ビ  ス

チ ット ール

 .1万円97. 万円2019年  管理アプリ

41.5万円49 .4万円2019年      

【  とテーマ選定】

訪問看護（４事業所）と
 ースインにて使用

ひまわり全職員が使用

ひまわり全体の
  ・通 費の 額

訪問看護ソフト  額・職員１人あたりの経費が ト に高い  
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合
計

取
組
や
す
さ

実
 
性

 
 
見
 
み

 
 
性

テーマ

20    訪問看護ソフトの料 ・種類の見直し

1     ビ  スチ ット ールの料 ・プ ンの見直し

       管理アプリの料 ・プ ンの見直し

           の料 ・プ ンの見直し

【テーマ選定】

問題解 型
  ストーリー

  度
課題達成型

  ストーリー

  か の 事の の問題を解 
したい

   までに経 した とのない初めて
の 事をやり げたい

 状レベルを維持・向上さ たい   状レベルを大きく  したい

当たり前  ・当たり前レベルを確
 したい

   力   ・ 力 レベルに  
したい

発生している問題を 発 止した
い

  
予 さ る課題を 取りして対 し
たい

問題の    をしてその  を
  する とで解 できそう

  方策・アイ アの  と実施で い
が達成できそう

合計 152 合計 

【 ５     １ 】

【テーマ選定】   ストーリー選定

202 年度2022年度2021年度2020年度2019年度201 年度

    45  215 5575 51 5 0 22   4

単位  円

訪問実績・使用容量の増大に伴い、年々、増額している

 

     

     

     

     

     

     

     

     

                                    

導入時より
約  に増えている

訪問看護ソフト    の年間利用料の変化
  機能 態  性使い さ利用料システム

 数と利用料が連
動・  ソフトと  
プションで連携可能  な機能を             対 訪問看護 化月額50万    

 定の経費設定・
 用   システ
ムとの  性高シンプル             連携複 が容 月額5万

 

  ソフトとの  
性がない 、  ソ
フト毎変更が  基本 な機能       別 約     作月額5万

 

  だが、 合 に
 っている 、実用
 で ないシンプル           対 見やすい月額5万

 

訪問看護ソフトを変更する とで使用料の大 な削減が見 める  

    と の訪問看護ソフトとの比較

【攻め所の設定】   ップシート
攻め所の    ップ 在の ありたい  目

 2 . 万円
予定利用料

月平均57.2万円
予定利用料を

５ ％以上削減
訪問看護ソフト
の月額利用料

管理
 性

    費用の値 げ利用料が高額
機能が  で使い
  ているが高額

経費を削減して
  使用

    

手
 
 
 
目

（

管
理
 
性
の
あ
り
た
い
 
を

実
 
さ
 
る
た
め
の
 
目）

看護記録ソフトを
変更

    の50％以 に
 え  そう

 費用の看護記録
ソフトがある

予定利用料の
５ ％以 

 の
訪問看護ソフト

    と 様の機能・
作業ができる

    でできない
作業がある

      機能が
  で ない

    と
 等の機能

対 していない機能
の代替方法を策定

変更後の業務手順
のスムーズな取得

ソフト変更で 担・
  発生の  

    に  ている
ソフト変更に伴う

業務 担を える
スタッフ

【目標設定】

    年 月 １日までに
（     約更新期 ）

い までに

訪問看護ソフトにかかる月額利用料を を

１ 月以 ５ ％以上削減する うする

訪問看護ソフトにかかる月額利用料管理 性

 削減した月額利用料
 経費削減に伴い業務内容に変更が生じた場合、業務を
スムーズに行える手順の習得

目標  

１１月１ 月 月 月 月 月５月４月ステップリーダー実施 目

全員 テーマ選定

菊地・佐藤朱 攻め所の設定

鈴木・庄司 目標設定

全員 方策の  

阿部ま・佐々木智 成功シ リ の  

阿部ま・佐々木智 成功シ リ の実施

佐藤敦・庄司   の確認

鈴木・佐藤朱 標準化と管理の定 

全員   と 後の進め方

計画 実施【活動計画】

        
       

     
       



【方策の  】

【成功シ リ の  と実施】

【方策の  】
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方策 攻め所の  手   目

        値 げ  する    費用の値 げ    
訪
問
看
護
ソ
フ
ト
の
利
用
料
を
削
減

         
複数の訪問看護ソフトを比較検討して
変更する

訪問看護ソフト
を変更

 の
訪問
看護
ソフト

  ４      新ソフトの機能・性能を確認比較
    と 様の

機能・性能がある         
新ソフトに    と 等の機能・性能を
 けても う

  ４      
ソフト以外で代替方法やルールを検
討・策定する対 していない

機能を  する
         

マニュアル作成・サポート体制を構築
する

         
変更後の業務・作業をスタッフ全員が
できるようにする変更後の業務手順

のスムーズな 取得
スタッフ

         理解度・進捗状況を確認する

【 ５     １    １５ 以上を 用】

【成功シ リ の  】
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計
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ト

実
 
性

 
 
性

シ リ  方策 攻め所

       料  ・見 り、プレ ンテーション実施
複数の訪問看護ソフトを
比較検討して変更する

訪問看護ソフ
トを変更       

新しい訪問看護ソフトを選定
移行ス  ュールを策定して全体に  

          との機能の いを把握してリストアップ
新ソフトの機能・性能を
確認比較

    と 様の
機能・性能が
ある       

    での作業の可・ 可を 確にし、代替方法を
策定

          のフ イル 録機能を        イ に代替ソフトの機能以外で代替
方法やルールを策定対 していな

い機能を  
する

        可能な機能     と 様の設定にする

       度・  度の高い作業のマニュアル作成マニュアル作成・サポート
体制を構築する       ビ  スチ ット ールにて     を設 

       作手順を  する       動画を作成変更後の作業をスタッフ
全員ができるようにする

変更後の作
業手順のスム
ーズな取得

      個別での  ・指導の実施

      定期 にアン ートを実施し確認する理解度・進捗状況を確認

【    １    ５ 以上を 用】 【成功シ リ の  】 事前 止策の検討

  事前 止策・解 策予 さ る       

 
 

訪問看護ソフトを変更する目 ・  （経費削減）を
  し理解・ 得しても う
ス  ューリングを  する
理解の  度をアン ートで確認する

訪問看護ソフト変更に伴い  ・ストレスが生
じる

 
        イ   料 イ ンスとひまわりア  ン
トのみでしかア  スできない様に  ュリテ 対策
を実施

        イ 活用による情報  のおそ 

 
 
 

個別での  ・指導の実施
アン ートを定期 に実施し、作業手順の け・ 
 を 止する

作業手順の理解・ えに け・  があるス
タッフが てくるおそ 

【成功シ リ の実施  】 ソフト選定・日 

見 り・プレ ンテーション後利用料・機能等か 検討した  、
( )ワイズマンの すぐろく     に変更する とを 定

システム変更に するス  ュールを設定  職者・事務で移行イメー 確認

通 業務と 行して実 可能な

ス  ュールを予 し   

ス  ュール 定し、全体に  

業者に確認してシステムの
利用期 等を り し  

【成功シ リ の実施  】 代替方法策定
代替方法すぐろく        書類・機能

初回 ー 入力     入力可能
事務スタッフ 実施

    で作業 可能
  ・ワイズ マン ー

    で作業可能
基本情報
  情報

指 書情報

    で作業可能    で作業可能    で作業可能訪問看護記録 

    で作業可能    で作業可能    で作業可能訪問看護記録 

    で作業可能    で作業可能    で作業可能
訪問看護

報告書・計画書

支援ノー ト機能で代替機能なし    で作業可能
24時間  時

対 記録

支援ノー ト機能で代替
    で作業 可能

  ・ワイズマン ー
    で作業可能予定変更

支援ノー ト機能で代替機能なし    で作業可能  ン ル連絡

支援ノー ト機能で代替機能なし    で作業可能情報連携記録

スプ レットシー ト機能なし    で作業可能看護サマリー

スプ レットシー ト機能なし    で作業可能  録

        イ 機能なしフ イル 録可能 真や情報の ー タ

    との機能の

 いを把握して

リストアップ

    での作業の

可・ 可を 確にした

代替方法を策定

 恵と  で

 ータの  ・  ・
  が可能に

  ュリテ 対策万全     リン   

【成功シ リ の実施 】         イ 活用

フ イル 録機能の代替

    フ イル 録機能         イ  移行

マスタの 録

看護記録のマスタを移 

  の記録内容の環境  

【成功シ リ の実施 】 環境  

計画書・報告書の作成方法に いて

マニュアル作成

【成功シ リ の実施 】 マニュアル作成

スタッフの 通認 

分か なくなった に

確認できる環境

【成功シ リ の実施 】     

    の設 

使用 に指 さ た

問題 ・   に

解 策を  

  に じて

ワイズマンに確認



【成功シ リ の  と実施】

【  の確認】

【標準化と管理の定 】 【  と 後の進め方】

【成功シ リ の実施 】 アン ート
【目 】ソフト変更の理解度・作業進捗状況を確認する
【対 】新しい看護記録ソフトを使用する 2名（  で  １名）
【実施期間】 １回目（導入前） 5年 月5日～9日

 回目（記録開始直後） 5年7月12日～1 日
 回目（移行  時） 5年 月25日～ 1日

 回、     か すぐろく    にソフトを変更・移行する理 に いて理解できているか １

すぐろく    に グインできるか  

すぐろく    で看護記録  入力・作成できるか  

すぐろく    で訪問看護計画書・報告書 入力・作成できるか ４

すぐろく    で看護記録  入力・作成できるか ５

スプレッ シートで  録な の入力・作成 できるか  

 利用者の情報をスプレッ シートで確認できるか  

    に入力していた24時間体制の情報（  対 ・訪問予定、変更、  ン ル・情報  、連携）を
すぐろく    の支援ノートを活用し 様に情報発 できるか

  

    で入力、記録していた情報をすぐろく    やスプレッ シートを活用し 様に入力、記録できるか  

ソフトを変更する理 ・目 を理解し、
移行に伴う作業が生じる とを

 得できているかを確認

すぐろく    の
初期設定・初動 作が

できているかの確認

すぐろく    で
訪問看護の  の記録業務を

作成・作業をできているかの確認

    で 行っていたが、
すぐろく    で できない作業内容に

 ういうものがあるか把握しているかの確認

すぐろく    で できない作業・業務の
代替方法を理解・実 できているかの確認

【  の確認】     月間利用料

  1    0
 54  240 5     0

  0   50
 5 0 450

 472 450

 44 920

４月 ５月  月  月  月  月 １ 月

  ％以上の削減
目標達成  

 
 
 
 

単月４ ～５ 万円以上減 

 回、    か すぐ ろく
に記録を 移行する 理 

に いて理解できてい

る か

すぐ ろくに グイ ン でき
る か

すぐ ろくで看護記録 
 入力・作成できる か

すぐ ろくで訪問看護計
画書・報告書 入力・作

成できる か

すぐ ろくで看護記録 
 入力・作成できる か

スプ レッ シートで  
録な の入力・作成 

できる か

 利用者の情報を スプ
レッ シートで確認でき

る か

    に入力していた24
時間体制の情報（  

対 ・訪問予定、変更、

  ン  ル

・情報  、連携）を す
ぐ ろくの支援ノートを 活

用し 様に情報発 で

きる か

    で入力、記録して
いた情報を すぐ ろくやス

プ レッ シートを 活用し

 様に入

力、記録できる か

 全にできる 月  1.   7.7  2.4 2 .5 11.  14.7  .  11.  2.9 

 全にできる7月 75.  90.9 51.5  9.4  0.  27.  45.5  0.  24.2 

 全にできる 月  7.5 100.0  7.5 90.  9 .9 7 .1 9 .   1.  7 .1 

0.0 

10.0 

20.0 

 0.0 

40.0 

50.0 

 0.0 

70.0 

 0.0 

90.0 

100.0 

 全にできる 月  全にできる7月  全にできる 月

【  の確認】     アン ート  

ソフト変更後も記録・書類作成業務のレベル水準を維持
 種 作を  全にできる  合が大 に増 

スタッフの大   作に  がない状態となった

訪問計画書 報告書

・  サイン   が くなる

・事業所 管用の 削減

・記入ルールの見直し

   化、見る も みやすい

【  の確認】     

そんな 利な機能があるの   なかった

 してるの 
複 機能を使え 、前回の看護内容が  さ るのに 

実施した看護内容等、毎回 複して入力していた部分が
複 機能を使用する事で入力  に
 記録の時間  に がった

状態  、 部マッサー 、 ム   、    、、、、

【  の確認】 無   

 のように
（   ）

な 
（   ）

  で
（     ）

い 
（    ）

 が
（   ）

実施 目
（    ）

情報を
入力する

初回訪問がスムーズ
に行える様に

ワイズマン
システムで

サービス利用を
開始する前に

事務が
利用者

基本情報を
標準化

情報を
入力する

実態把握
するために

すぐろく
支援ノートで

連絡があった時
連絡を

受けた人が
利用者

申し送りを
標準化

ダ ルチ ッ までを
  し  して作成

する

連携機  の
情報発送に間に合う

ように
すぐろくで毎月1 5日迄に担当職員が

訪問看護
報告書・
計画書を

標準化
・ 教 

ビ  スチ ット ー
ルでマニュアル・ 個別
指導等を通じて学習

する

  した書類報告の
作成ができるように

事務所（   ・
  の場） で

システム  全移行
（  1） までに

全員が
書類の報告の

 方（ 書き方） を
教 

確認し  に
 じて  する

 確な記録・ 実績の
入力ができているか

ワイズマンで 時
 職者・
事務が

訪問実績の
確認を

管理

【標準化と管理の定 】
 後の進め方 かった  かった ステップ

  して スト増 にな ない
ように  していく

ソフト移行が  な施策の 、
全体 担 大きかった

 スト削減と 確な目標があり
   なテーマを選定できた

テーマ選定

  して ストを え  システムの 
 を え全体で改善していく

    にできてすぐろくに
できない事があった

システムでできる事の いを
把握して設定できた

攻め所の設定

年間での削減  が るまで  
シ ステ ム 化のテーマとなった 、

検討の  が まっていた
 約内容が 確であった 、

設定しやすかった
目標設定

事務等と連携 化して
  に じて改善策を実施する

職種・ ート等の いも めた
アプ ーチが  だった

   チーム  職者を えて
 確な方策を  できた

方策の  

メンテ ンス 等の情報を
把握・ア  ンスしていく

システムメンテ ンス 等の
予期    があった

計画通りに達成できた
成功シ リ の

  と実施

  して費用削減  を
全体にフ ー バッ していく

 部システムの 作に
新たな行 が  となった

    として記録の見直しと
なる    が生ま た

  の確認

書類作成業務ができる職員を
 成していく

  して定期 な
 ニタリングが  

標準化・ 管理に分け実施できた
標準化と管理の

定 

【  と 後の進め方】

【成功シ リ の実施  】 動画・個別指導

       動画で

基本 作を確認

  な部分 その 度  し認 、手順を  した

移行 の 作方法等での 問に対し、個別でも対 

個別での  ・

指導を実施


